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革

の

第

き
」
と
で
そ
の
惨
殺
を
多
角
的
に
お
浴
な
ど
中
部
行
総
内
部
的
事
務
を
よ
リ
会

市
で
は
多
措
置
佐
和
す
る
蛮
閥
抗
mw
察
績
に
こ
↑

ιス
ー
効
導
的
問
な
幾
務
後
獲
し
、
感
務
の
迅
速
記
e
効
w略
化
や
必
り
閣
情
的
に
処
理
す
る
も
め
ぞ
す
。
ま
た
、

総
す
る
だ
め
穣
緩
鈴
徐
行
政
改
革
、
L
淑
り
叫
臨
ん
で
い
ま
ザ
，
そ
の
大
き
ま
す

6

地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
土
絡
や
緩

怠
取
り
緩
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
際
年
2
月
巴

λ
v
A化
纂
本
債
夜
。
行
政
コ
ス
ト
ぬ
箆
滅
事
務
挙
総
き
録
、
人
間
的
分
省
、
道
路
線
数
な
ど

t
t
っ
く
り
、
摘
出
独
自
の
火
殺
コ
ン
ビ
ュ
i
タ
!
被
導
入
。

1
問問
4
門
口
ガ
キ
品
機
械
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豆
薙
内
状
況
争
議
報
化
し
.
約
一
制
閥
的
な
務

ら
は
市
民
探
祭
出
掛
の
オ
ン
ラ
イ
シ
ガ
機
的
合
後
は
、
税
務
制
作
や
橋
被
紳
閣
の
向
上
と
人
体
協
挙
的
経
費
節
減
に
市
づ
く
り
に
刷
版
成
て
る
も
の
ロ

部
門
な
ど
の
鍛
務
を

O
A化
し

て

い

き

ま

す

。

〈

事

務

該

蕃

醐

怒

っ

な

げ

ま

す

砂

と

れ

ら

め

シ

ろ

ア

ム

の

ほ

か

に

岡

山

山
附
税
織
的
仕
事
へ
的
戦
線
単
純
反
復
幾
絡
や
水
道
な
ど
め
際
世
刊
シ
ス
テ
ム

l
l
i
i
i
i
l
i
i
i
!
ノ
と
つ
で
あ
る
O
A
語
、

2
4つ
的
撃
を
震
建
ま
こ
と
に
よ
っ
て
、
喜
め
て
、
署
長
情
報
、
y
ス
テ

4
つ

の

韓

で

一

院

れ

れ

鮮

が

主

幹

射

能

日

間

持

れ

わ

む

ー

は

い

官

な

O
A記
者

山

躍

進

一

訪

れ

ほ

内

訪

れ

吋

転

換

し

ま

す

。

l
i
j

*
e
l
l
l
;
、
な
自
殺
と
し
て
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

術
的
世
帯
務
を
O
A
依
す
る
こ
と
は
、
行
政
サ
i
ピ
ス
を
捻
供
し
ま
す
。

事
務
処
護
者
協
間
務
に
移
行
す
る
だ
け
で
山
凶
行
政
穆
務
総
調
輔
の
効
率
化
術
開
附
め

は
な
く
、
機
脚
部
ン
ス
テ
ム
金
泳
中
践
し
ょ
姿
四
臓
が
機
幾
多
様
化
す
る
な
か
で
、
日

り
よ
い
行
政
を
運
殺
し
て
い
く
こ
と
で
常
的
山
市
動
に
よ
っ
て
一
議
時
制
さ
れ
た
僚
級

す
。
行
設
近
代
化
内
務
効
な
手
段
め
H
V

を
ま
と
め
、
燃
機
手
総
の
緩
械
化
を
す

行

政

政

6
尊

針

盤

竺

シ
ス
テ
ム
夜
開
発
一

占

e
s
i
l
l
i
-
-
1
K

O
A
化
的
段
階
的
な
縫
爆
の
総
一
旦

テ
ッ
ブ
と
し
て
、
開
閉
山
刊
mm
部
変
か
ら
6

か
年
の
計
爾
ぜ
仲
間
脳
内
情
報
シ
ス
テ
ム
、

内
線
務
総
シ
ス
テ
ム
、
地
拙
胤
情
幽
相
シ
ス

テ
ム
者
総
発
し
て
い
義
孝
す
。

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
術
開
院
に
後

も
間
関
鴨
池
内
為
る
も
の
で
、
総
開
院
緩
品
料
、

附
関
係
、
閉
間
両
氏
年
金
、
衛
隊
問
民
税
な
ど
の

開
問
人
に
m
捕
す
る
僚
制
怖
を
管
理
・
議
織
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
良
か
ら
機
動
し

は
じ
め
た
市
氏
渓
品
目
オ
ン
ラ
イ
ン
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

内
総
務
総
シ
ス
テ
ム
的
内
務
は
‘
時
財

務
会
計
、
人
事
給
与
傍
線
、
文
書
管
穣

事市
民
サ
l
ピ
式
的
向
上
と
事
務
内

総
率
化
を
綴
る
た
め
に
O
A化
が
進

め
ら
れ
E
い
ま
す
が
、
総
人
の
鯵
々

を
情
報
を
コ
ン
ピ
ヰ

583333

ム
タ
i
に
総
桃
制

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
λ

除

市
明
、
は
、
「
我
孫
子
市
緩
や
計
算
組
織

の
将
用
に
係
る
銭
入
摘
出
報
内
出
陣
織
に

関
す
る
糸
側
内
」
を
判
制
定
し
、
側
人
的

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
係
地
慨
し
て
い
ま
す

E

そ
三
玉
な
均
等
は
、
秘
密
の
後
線
、

間
期
入
陥
抑
制
靴
円
収
集
・
一
剛
山
詞
同
・
柑
鵠
静
的
の

制
限
、
億
人
情
報
的
問
削
川
端
、
記
録
議

呂
町
公
淡
な
ど
明
、
す

B

今
後
も
億
人
傍
報
を
離
嚇
識
に
保
護

し
て
い
く
た
め
に
、
黙
秘
体
制
制
的
滋

化
や
専
務
間
関
終
的
利
用
吊
宅
パ
ス
ザ
i

ド
に
よ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
!
繁
鐙
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大
槻
…
汲
ン
ピ
ュ
i
タ
i
湖
特
入
に

よ
る
住
民
需
品
滋
才
一
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
的
綴
齢
制
総
念
式
典
が
、
ま
何
月

4
日
午
前
。
。
時
か
ら
術
決
議
で
行

わ
れ
ま
し
た
命

式
典
に
然
、
市
長
、
由
市
議
令
線

使
間
ほ
か
関
係
者
ur
出
時
式
典
で

は
、
テ
ー
プ
カ
ァ
ト
が
行
わ
れ
た

J

ほ
か
、
織
物
棋
に
住
民
菜
、
綾
艇
に

馳
印
総
致
持
制
町
証
明
醤
が
防
災
線
機
貝

鎗
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
守

保

行

政

昨
年
8
月
に
同
開
制
時
五
行
政
務
談
会
か
ら

提
言
さ
れ
た
燃
悶
品
券
を
受
け
山
備
校
総
内

に
検
絞
総
滋
を
つ
く
り
、
さ
ま
グ
ま
な

品
後
か
ら
検
討
係
際
競
め
後
置
児
波

数
が
確
実
に
滅
告
す
る
な
か
で
思
潮
に

袋
線
ず
べ
き
も
の
、
今
後
部
ら
に
検
討

を
誠
一
め
る
必
補
怖
が
あ
る
も
の
に
分
け
、

係
責
打
絞
め
紋
前
主
義
め
ま
す
"

水

道

事

業

…

対

水
道
料
金
的
滋
一
一
点
に
つ
い
て
ホ
滋
楽
一

毒
殺
響
機
会
へ
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
一
長

来

年

度

中

に

率

的

内

総

聖

書

竺

ノ

道
科
A
E
か
ら
…
絞
め
事
を
緑
州
内
容
れ
た
一

i
i

い
と
童
a

こ
の
章
者
総
盤
し
‘
来

τ文

部
俊
に
本
送
料
金
内
戦
減
を
努
滅
す
る
…
'

た
め
事
務
体
裁
を
進
め
て
い
多
寸
。
一
以
内

一

波

市

庁

舎

建

議

毅

水

広

場

…

同

一一市

e

弘

品

会

実

滑

川

親

水

築

物

的

中

心

的

施

設

「

去

一

時

L

一

一
一
一

J
1
量
官
ヨ
調
的
銀
総
勢
府
辻
、
回
附
円
い
お
い
て
関
係
機
…

b
色、

で
に
禁
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
守
一
協
議
し
て
主
主
ヱ
ろ
、
総
本
竺

4

1

庁

舎

建

設

6
戸
M
体
内
総
務
移
転
k
滋
帰
地
下
部
場
と
…
崎
沖
と
し
て
盤
措
摘
し
得
る
隣
媛
総
一

'
t
h

'
庁
舎
級
殺
に
つ
い
て
、
詩
的
プ
ロ
ヌ
事
長
ぞ
ま
し
た
。
芝
、
刊
誌
に
鍛
徽
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
〕
核

リ

v
x
ク
ト
チ
i
ム
よ
り
そ
の
経
設
位
置
ぶ
滅
的
基
本
設
れ
は
吋
北
口
ま
ち
づ
〈
コ
本
的
館
」
的
綴
織
議
定
に
つ
い
て
採
か

を
議
庁
舎
の
花
絡
が
適
地
で
あ
る
と
め
り
研
究
会
弘
舎
は
じ
め
地
荘
一
律
回
以
内
慾
ら
同
努
依
紛
争
ぷ
存
、
一
日
も
単
く
議
寝
ヤ

報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、
き
ん
に
市
内
務
臼
凡
を
臨
時
い
で
作
成
し
て
い
魯
ま
す
。
事
む
曇
る
お
き
J

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

T
絞
殺
後
蜜
や
時
暗
殺
時
制
制
作
。
ど
の
建
設
問
療
相
一
一

詰

童

謡

を

検

討

し

良

一

一

議

…

一

鵠

正

予

算

な

ど

未

認
と
潟
織
し
ν
て
滋
め
ま
す
u

円

決

一

一

o
m
w

輪
融
問
加
融
怜
凧
ピ
芯
噌
g
h
F司

?

?

孟

冒

E
A
主

棒

幅

員

語

、

弱

者

£

布
佐
駅
の
橋
上
化
竺

3

一-

4
2

争
市
一
紋
織
の
職
員
由
絵
与
に
糊
附
す
る
特
別
会
隊
機
一
血
予
算
(
然
1
紗
)

布
佐
絞
め
鱗
上
化
に
つ
い
て
J
R
と
轟
倒
的
…
怒
令
改
寂
す
る
品
市
制
判
的
制
定
争
続
利
鈴
年
度
宮
市
土
地
附
時
間
間
慈
議
事
構

し
て
の
方
針
が
一
話
事
れ
、
布
役
釈
を
阜
争
裁
常
動
的
特
制
刺
殺
の
融
制
鎌
田
絵
年
等
特
制
刷
会
針
機
応
予
算
(
第
1
号
)

品
忠
仁
建
設
し
、
品
わ
せ
て
新
本
絞
め
機

ι間
関
す
る
県
俄
等
部
一
部
告
改
築
す
る
争
昭
和
的
阿
部
皮
市
公
共
下
水
増
明
感
雌
需
品
骨

上
化
を
体
制
一
倒
。
毅
設
安
金
川
町
術
的
布
条
例
的
制
刷
出
地
別
禽
叫
副
議
玄
予
算
{
務
2
号
)

仲
出
削
机
輪
開
ト
ム
開
帆
舎
建
設
緩
念
と
し
‘

J
ぬ
れ
骨
骨
剛
一
税
皐
鋭
的
…
畑
酬
を
敬
玉
す
る
県
川
間
金
酬
明
和
問
年
療
機
事
貨
沼
浄
化
事
捕
特

も
そ
の
…
加
慨
を
災
加
盟
L
、

出

回

治

大

問

附

内

的

制

制

定

腐

食

品

削

蛾

聞

紙

予

糞

(

第

2
修〉

承
認
金
総
品
彩
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
争
学
的
滋
域
及
ぴ
そ
の
名
称
的
変
更
仁
骨
収
鞘
錨
草
度
市
本
滋
事
離
会
計
織
盗

我
孫
子
訳
前
悼
う
剛
聞
係
条
町
倒
的
繋
輔
さ
開
削
す
る
轟
…
問
予
算
(
第
Z持
ふ

土

地

区

蔚

整

遂

事

緩

め

制

定

争

数

恨

の

淵

婆

藤
本
機
数
蝉
H
2
億
円
で
総
泌
総
帥
町
6

4
空
機
制
問
即
時
鎌
療
指
弾
検
条
例
的
一
倒
却
を
改
附
執
務
喜
市
氏
開
明
粉
3
年
1
R
I
日

労
織
の
築
γ

造
工
感
と
間
一
仰
の
建
物
内
や
転
恋
す
る
車
倒
的
制
制
緩
時
中
十
叩
役
3
0
3
9養
地

を
予
定
し
、
昨
年
日
開
月
末
ま
で
は
3
間
争
宮
市
港
榊
伸
一
点
開
m料
糸
僚
の
一
紛
令
改
亙
骨
教
務
幾
割
問
金
養
民
間
的
後
脅

6
件

的

議

契

約

が

筆

者

れ

毒

事

す

る

拠

出

判

事

定

期

日

蝉

喪

主

主

路

湾

問

臼

生

は
約
mw
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
包
含
捕
道
路
線
抑
制
帰
定
桜
木
Z
6
4
2
議
総

我

孫

子

訳

北

門

同

金

量

抽

綿

織

の

幾

・

止

を

長

嚢

…

間

氏

裕

和

五

十

台

喜

一

出

土

品

端

即

位

薗

整

潔

率

盛

罰

金

事

路

線

的

変

東

日

史

家

我

孫

子

A
T
J間
関

1
番
6
且す

6
月
議
会
で
域
紛
愉
間
一
止
し
基
本
事
象
争
制
咽
和
自
由
年
療
機
一
般
会
計
簿
正
予
算
舎
監
査
義
語
照
的
滋
絞

輸
措

4
億
2
千
0
0
9
0万
汚
で
緩
惜
城
下
部
(
第
3
胤

ザ

〉

鈴

木

一

一

部

氏

招

担

刊

は

都

I
R吋
5
H

T
ん
怒
と
州
内
…
一
仰
の
建
物
移
転
を
予
定
し
、
金
緩
和
的
年
度
市
臨
閣
総
俄
康
保
殺
事
難
没
後
戸
3
4
4
議
践
的
5

混
和
的
同
年
時
雪
閉
山
市
愛
護
援
芳
M
M
湾

8
8か
ら
州
出

8
ま
で
の
時
間

口M
欄
間
の
会
期
で
一
続
出
陣
お
れ
、
園
醐
鋭
、
市
震
が
門
出
演

gの
市
油
開
…
絞
殺
臨
同

夜
行
い
ま
し
段
。
会
的
幽
獄
、

4
問
問
守
門
口
認
で
お
同
期
ら
付
い
し
だ
ぷ
吊
の

痛
の
鍛
序
世
官
隊
い
た
汚
夜
一
絞
殺
告
を
婆
約
し
て
組
問
介
し
ま
す
。
繍
品

向
品
、
総
識
は
日
開
綴
索
縫
出
荷
位
相
引
、
泊
年
緩
…
総
会
配
副
矯
正
常
世
務
な
ど
一
す

べ
て
時
四
一
葉
ど
お
り
簿
一
決
。
継
続
暗
躍
笈
む
怠
っ
て
い
た
佼
年
務
決
算
義
件

8
件
、
一
線
慾
ち
れ
ま
し
た
。
な
お
、
歪
劉
穆
罷
滋
鯵
汐
行
わ
れ
、
糊
融
緩

円
九
州
制
機
洋
議
員
、
郎
総
献
慣
は
被
白
山
苦
笑
醐
欄
災
が
越
山
山
さ
れ
ま
し
絞
.
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鶴
難
車
曹
関
関

肱
麗
難
し
串
執
す

申
告
閣

日
甲
ゆ
屈

住
場
取
得
特
溺
控
除
の
受
付
、

t
R
U
詰
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
i
で

的
貯
轍
群
、
問
内
・
艶
-
鱒
ガ
イ
ド
帯
構
鯨

盟
L

輔
副
榊

十
市
教
育
委
員
会
議
銀
総
持
ん
緩
か

ら
句
作
寄
れ
た
車
内
史
跡
カ
イ
F
ブ

プ
ク
「
終
日
時
や
め
史
跡
を
訪
ね
る
」

(
5
0
0
市
内
)
は
、
市
山
門
的
口
ン
ダ
セ

ラ
ー
の
本
と
し
て
野
訴
で
L
M
M
ら
〈

品
切
れ
と
を
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改

々
釘
凶
械
が
で
怒
あ
が
り
司
調
現
在
市
内

町
書
感
量
ハ
問
問
組
合
初
制
品
開
怖
で
綴
布
L

て
い
ま
す
。

ま
た
、
的
年
に
山
山
綴
さ
れ
た
コ
め

び
こ
阪
本
問
一
永
劫
州
必
地
中
絵
師
悶
L
(
0
0

0

0
内
)
も
こ
の
ほ
ど
増
刷
制
導
れ
、

よ
的
日
こ
阿
川
水
戸
土
議
選
出
ザ
終
的
凶
い

は
市
町
内
的
幾
防
相
焼
肉
総
合
叙
援
活
の

ほ
か
伝
説
町
釈
か
ら
殺
や
絞
ま
で
の

〔鋼管智替機〕

x 1お

‘h
d
 

ふ
Mm

H
 

匂，e
間
H
N

4
守弘

闘

柄

拘

H
H明
，
市
川
市

松

前

市

町

噛
枇
一
川
麻

樹

縛

呉

川

山

朝

d
I
U
H

川
や
州
側
沼
は
専
大
内
同
な
本
そ
峰

、
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
す
ば

ら
し
い
液
検
を
も
後
品
附
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
特
刊
に
本
滋
に
は
が
る

ス
ペ
ー
ス
は
、
人
々
の
い
ニ
い
内

務
で
す
ゐ

河
川
等
へ
の
酬
明
錦
、
釧
叫
凧
視
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
防
相
干
は
後
絞

殺
を
中
心
に
‘
第
8
割
問
め
向
叫
榔
胤

等
兆
円
〆
ン
ク
!
品
、
将
棋
吋
伝
館

内
溝
型
注
が
行
わ
れ
ま
L
た。

108 

は

m
d
返
済
問
問
問
、
所
得
金
制
制
等

制

の

審

議

会

主

主

婦

仁

で

す

い

山

。

添

付

審

議

m
w校
ぬ
判
明
ヘ
ー
バ
1
日

制
以
降
に
交
付
を
受
け
た
も
め
)
ゆ
後
Mm

倒

的

波

紋

議

本

主

主

主

室

約

引
書
写
、
総
魚
抑
制
約
借
w
yぜ
な
ど
後
物
的
回

目
て
鎖
的
わ
か
る
も
の
伶
令
融
機
関
等
か
ら

品
川
交
付
治
安
受
け
た
吋
住
宅
借
入
品
京
支
部

俊
総
務
制
燃
や
殺
擦
の
た
め
に
必
要
な
区
町
市
切
末
残
仰
向
紋
明
務
」
会
一
給
与
所
得
者
の
労

務
で
は
給
総
務
撃
で
は
、
選
肘
山
申
血
口
の
受
け
総
叫
り
官
官
行
っ
て
い
ま
す
。
統
年
中
、
マ
イ
総

1
ム
後
恕
綴
じ
た

世帯
n
聞
の
吸
入
鴨
池
波
病
院
や
鈴
機
所
動
産

F

は
源
泉
徴
終
第
療
機
・
炊
議
絡
め
場
合

り
、
需
品
醗
mw
燦
燦
燦
冬
虫
ぬ
つ
だ
な
ど
の
サ
ラ
ツ
ー
マ
ン
は
、
裁
付
申
告
で
猿
泉
幽
霞
さ
れ
だ
説
識
が
絞
り
法

vwへ
収
容
さ
れ
る
た
め
の
焚
線
総
叩
ッ
療
し
、
授
除
を
受
け
る
事
的
問
月
ね
践
は
、
建
築
士
の
夜
明
轡
又
は
緩
犠
総
統

管
。
鍵
定
安
田
熔
問
問
(
公
魚
州
出
総

5
3舟
総
出
口
〉
、
納
税
務
警
は
大
幾
総
し
絞
殺
の
℃
、
選
結
申
告
を
す
金
乃
は
、

サ
ー
ジ
ち
綾
町
広
締
、
は
}
脳
陣
、
容
ゅ
う
ま
で
山
引
き
統
い
て
震
往
し
て
い
る
こ
と
泌
知
加
術
移

譲
め
に
議
い
し
ま
す
。
議
、

1
嬰
門
口
〈
祭
革
、
華
南
波
留
桝
セ
ン
タ
ー
霊
祭
慾
授
特
路
震
の

鋭
、
業
滋
綴
草
市
に
よ
る
治
療
を
d
z
け

mw
そ
め
格
的
金
鉄
待
合
板
が
3

0

0

V

注
議
際
和
的
年
官
官
以
前
に

怒
総
場
畿
の
後
け
付
け
港
行
い
ま
す
e

格
税
務
蝉
習
時
制
〈
組
制
〉

?
8
2守
、
荷
役
所
稼
税
務
泌
総
統
mm

る
た
め
に
支
払
っ
た
総
出
間
労
徐
保
健
録
。
万
円
以
下
で
あ
る
ニ
怠
ゆ
役
人
金
移
入
居
し
た
人
は
滋
剤
師
後
件
、
計
算
方

式
の
似
か
ら
耐
の
い
ず
れ
か
に
終
滋
や
受
け
ず
そ
の
後
、
そ
昨
年
中
に
絞
め
悶
け
つ
ぶ
や
綴
磯
崎
冊
、
准
看
護
出
掛
な
ど
に
支
払
つ
の
泌
済
期
間
同
が
油
年
以
上
で
あ
る
ニ
と
淡
が
薬
企
リ
ま
す
の
で
税
務
惑
に
ニ
削
仰

し

捌

階

段

地

問

削

帆

制

批

判

制

が

遅

納

の

サ

ラ

リ

ー

級

制

仰

が

な

い

カ

岬

l
晶

λ
w一
時
一
た
療
協
桝
ぶ
の
慨
料
仙
の
費
用
@
助
注
目
期
日
い
ゆ
州
制
緩
鋳
絡
に
つ
い
て
荷
持
続
の
特
例
を
緩
く
行
M

沿いの

7

J

(

給

与

露

言

、

書

申

告

に

叫

抵

当

所

得

(

分

譲

誉

総

く

)

が

お

1
j

一

隅

…

支

払

っ

た

護

持

率

話

一

定

条

待

受

け

て

い

な

い

2
ぷ

絞

め

詰

心

護

衛

義

セ

ン

タ

ー

で

往

よ

っ

て

税

金

主

守

ま

す

め

本

人

名

義

あ

る

方

銃

一

酌

竺

6・
に
該
当
す
る
+
々
の
お
台

Z言
葉

つ

い

て

は

税

務

署

に

ニ

護

〈

Z
w

5
5皇
、

預

金

問

後

続

問

委

譲

ま

た

は

き

よ

り

の

3

F

Z

室

内

警

に

つ

い

て

は

護

憲

毒

薬

控

除

室

付

口

?
E
F
i
j
i
T
7
閣
働
劃
言
語

z
i
j
i
g
-

雲

を

お

き

す

え

、

襲

撃

で

拙

特

定

草

食

の

あ

る

ぢ

擦

げ

山

一

思

議

ぷ

日

は

同

年

以

内

ζ
議
さ
れ
た
も

1
月
幻
自
〈
金
)
器
禁
費
が
布

お
去
に
申
告
を
行
っ
て
く
ま
い

6
3
3
j
j
f
:ヨ
3
3
3

資

つ

つ

」

一

一

言

金

勉

強

間

同

等

在

宅

問

i
ン

を

約

閣

の

で

あ

る

こ

と

悠

霊

能

セ

ン

タ

ー

時

金

一

審

問

日

で

、

j
v
Jフ
三
豊
富
一
主
主

器

禁

季

語

君

、

平

日

が

ト

ケ

句

轟

議

欄

一

湘

空

J

し
で
す
ホ
l
ム

を

建

て

た

り

、

殺

人

事

後

撃

的

場

合

の

重

要

件

護

憲

器

製

除

の

還

付

申

血

友

午
前
9
ま

ら

3
2
2
p
t
t
E
E
E
摺

一

平

=

し

た

場

合

三

重

2
5
2
2孟
議

し

た

ま

禁

2

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
お

か
り
S
時
、
土
問
酷
い
か
恥
下
以
前
9
時
か
ら
配
本
人
や
家
族
一
が
熊
気
や
け
が
な
ど
で
一
刊
械
一
と
き
は
住
宅
正
取
得
等
特
例
叫
削
除
が
怒
り

0
0
万
開
門
を
越
え
て
い
る
こ
E
A
W
F
説
ロ
マ
鵬
首
付
時
間

9
時
持
分
か
ら
は
刊
時

や
ま
で
。
第
2
・
4
土
様
、
自
然
日
は
多
絞
め
隠
滅
焚
を
支
払
っ
た
場
合
、
所

d
i
l
l
a

ら
れ
ま
す
n

ま
た
、
日
年
分
か
ら
絞
だ
の
緩
伎
の
潟
に
供
す
る
お
分
に
係
る
エ

お
休
み
で
て
得
愈
秘
か
ら
時
開
臨
附
さ
れ
る
の
が
医
療
費
な
も
の
で
、
闘
い
時
分
か
ら
い
わ
ゆ
る
忍
に
一
泌
的
条
舎
を
品
開
た
す
地
・
改
築
等
世
帯
じ
務
し
た
絞
刻
抑
制
側
が
ヱ
事
費
用
品
臨
口
船
棚
つ
」

治

一

義

主

的

機

雲

星

空

控

除

で

す

2

切
り
線
需
の
う
ち
護
霊
翁
が
ぬ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
飽
雲

221主
で
あ
る
ニ
主
雪

5

下

illlrも

た

お

緩

禅

譲

蓄

を

行

、

7
受

区

、

器

系

(

こ

れ

ま

で

は

5
百

二

引

き

V
鱗

入

雲

場

合

皇

制

州

警

官

分

的

工

事

を

し

た

後

霊

験

的

成

…

闘

機

が

町

一

品

民

」

寸

滋

附
…
ぬ
警
告
縫
え
た
活
毒
装
工
雲
に
ま
っ
た
霊
賛
同
領
絞
ふ
げ
ら
れ
ま
し
た
g

が

震

工

た

め

の

重

で

あ

る

こ

と

卒

中

庁

以

上

で

あ

る

こ

と

@

そ

の

工

」

一

呂

一

一

;

屋

を

取

得

し

た

方

誌

の

棄

ま

た

議

会

議

で

す

3
E襲
長

織

す

る

も

の

露

軍

室

長

器

禁

耕

平

方

い

U

以

上

で

雪

L
議

室

絞

め

需

要

2
分

ど

酬

明

L

ω年
の
中
途
で
燥
機
し
、
年
中
本
側
側
際
こ
こ
で
い
う
回
同
線
焚
と
は
次
め
よ
う
歯
品
目
単
線
に
支
払
っ
た
捻
綴
楠
問
、
治
僚
あ
る
こ
と
③
取
得
後
6
か
月
以
内
に
入
的
1
以
上
が
字
句
…
層
住
め
織
に
掛
師
寺
れ

/
h
u
t
q
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v
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偽

・

一

F
-
j
p
h
'
:
1
1
B
a
f
F

、

l

b

さ
弁
問
問
仲
間
川
崎
で
仲
間
後
の
部
分
が
4
分
の

車
購
砂
煙
草
曹
、
構
藍
皆
灘
捕
時
蒔
J

詰
3
主

1
以
上
)
を
意
思
れ
た
芝
、
土

議
語
。
…
問

f
t
謁
覧
者
議
事
軒
町
錨
E
e
t
i
F
t

織
的
課
税
が
室
用
地
と
潤
胤
警
れ
終

;

一

-

{

一

一

滅

宰

れ

ま

す

の

や

¥

次

の

胸

部

獄

中

に

申

請
A
霊

童

事

》

露

語

、

も

若

宮

〉

B
ル

ミ

「

告

し

て

〈

だ

点

。

日
国
記
刷
W
底

豆

止

命

草

川

J
w
-織
問

位

置

事

九

詔

一

、

J
W
'曲
一
、

rv主
飯

事

d
g
.
で
J

V

申
告
で

i選定

大重量後、発生7きと貧状を手伝総重量療事5
判
刷
出
川
一
hum肌
幻
哨
域
防
総
は
、
制
判
山
間
川
め

本
的
問
的
な
改
修
工
事
い
か
始
ま
っ
と
1
0

0
周
平
を
判
明

x
号

E
b品
開
に
行
っ
た

も
の
で
、
一
絞
か
ら
約
機
時
流
域
的
川

淵
州
議
で
人
々
が
楽
し
み
、
安
ら
げ
る
場

所
全
公
務
ω

応
務
総
数
は
1
5
9
6
0

我
孫
子
か
ら
は
務
絞
に
‘
市
民
の
い
こ

い
の
場
J
干
釘
渓
ヘ
乙
，
M
然
絞
か
な

J
出

羽
山
間
泊
勾
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
包

川
内
総
絞
滋
反
刀
ン
ク

i
ヰ
入
選
作

品
町
市
内
媛
ポ
ム
訴
は

znげ
お
か
ら
幻

自
ま
で
の
5
日
間

w

十
市
役
山
駒
市
災
ホ
ー

ん
で
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
中
学
生
が
鍛

え
た
時
的
静
ま
寺
ま
な
畿
情
、
人
と
市
川

の
ふ
れ
あ
い
を
一
銭
非
ご
総
く
だ
さ
い

e

廟
離
膿
犠
制
制
増
寵

さ
れ
た
方
へ

級
品
刊
凶
年
に
耐
熱
榔
鵬
r
噂
附
間
住
仕
事
ま
た

大

内
山
忠
誠

T
道

教

育

研

究

会

一

会

間
哨
和
抗
年
に
青
山
Y
年
務
成
金
悶
闘
は
日
(
日
)
、
代
々
木
オ
け
リ
ン
ザ
メ
タ
済

的
と
し
て
日
本
電
気
我
孫
子
事
業
安
部
勺
ン
タ
ー
で
間
間
接
c

小
学
生
級
学

組
怖
に
発
段
し
た
お
拡
C
桟
照
子
少
年
官
同
学
部
、
中
燃
金
的
3
ラ
ン
ク
に

年
A
Y
女
受
苧
滋
救
療
の
敗
後
が
、
一
吋
か
れ
、
緩
め
裁
と
凶
閥
単
4

の
概
酬
の
一
一
部

楠
掃
討
開
閉
念
日
出
E
本
変
革
e
滋
教
官
同
研
門
で
熱
戦
が
ほ
掛
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

究
会
滋
点
。
媛
大
合
同
型
的
誌
に
山
山
間
間
数
議
は
、
型
的
協
に
二
年
連
続
的

場
、
好
成
棉
酬
を
収
め
ま
し
た
磁
出
品
切
で
、
山
出
場
し
た
れ
お
の
う
ち
7
名

大
舎
は
、
会
図
か
ら
2
0
0
名
は
総
大
会
的
出
場
絞
絞
殺
ニ
的
こ
と

め
小
中
学
生
が
出
場
し
昨
年
同
月
も
あ
っ
て
、
試
合
に
は
全
員
が
洛
ち
務

い
て
附
附
み
弔
普
段
の
鍛
錬
的
成

果
を
交
ぽ
押
し
各
ラ
ン
ク
で
上
佼

入
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
ザ
内
川
同
校
所

小
学
生
儀
噂
年
後
勝
街
木
途

削
仰
(
柴
崎
て
お
準
優
勝
川
人
綴

翁
縦
攻
閣
内
3
笠
通
漂
戸
田
彦

(
下
ヶ
戸
〉
、
災
犠
半
年
準
優
勝

田
中
表
会
(
下
ヶ
戸
)
、
中
盤
蓬

俊
勝
郎
蹴
白
紙
良
M
T
(
下
ヶ
戸
)
、
機

嫌
鱒
来
線
級
魚
(
青
山
似
合
)
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望
叫
ん
卒
、
地
球
問
機
磯
化
傾
向
や
オ
ゾ

ン
悶
閣
の
綴
綴
じ
よ
る
紫
外
線
的
増
加
胤
が

限
緩
に
な
っ
て
い
る
a

涼
闘
は
.
石
捕

な
ど
丹
ル
内
務
駄
科
的
火
殺
端
山
間
ご
大
然

中
内
絞
殺
宰
ス
機
療
が
増
加
し
た
た
め

と
、
ス
ブ
レ

i
や
冷
附
抑
"
冷
吊
眠
時
燃
に

帥
関
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ
る
と

見
ら
れ
て
い
る
a

吋
す
ぐ
に
寸
も
、

8
分
た
ち
で
で
き

る
陶
磁
か
ら
取
り
組
前
か
っ
て
い
か
全
く

て
は
」
と
、
竹
内
さ
λ
は
気
象
に
樵
わ

る
も
め
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
地
球

上
的
汚
境
紛
止
に
出
国
党
合
持
っ
て
く
れ

る
よ
、
ワ
訴
え
る
。

崎
山
…
竹
内
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
筏
滋
子

ι議
室

悪

事

雪

ま

か

ら

気

象

Q
h
…
学
の
中

rも
お
に
選
言
熱
力
学
的
議

畑
一
線
を
受
け
て
い
る
。
車
件
続
伸
明
は
、
各
地

引
引
町
一
円
相
制
餓
併
や
気
象
ム
は
じ
勤
務
。
こ
内
総

(
 

君
臨
拡
れ
い
く
つ
mw

見
植
え
器
内
M

・銅器

欝器開親d工事的;3も私議事L¥轍盤

キ
車
部
胤
3
刷
出
口
同
門
叶
邸
時
と
子
の
ふ
れ

島
い
教
出
追
い
は
。
「
冬
の
殿
山
機
関
眠
察
ん
に

挑
戦

L
ま
す
e

冬
の
と
的
時
山
閣
は
、
市
活
気
が
乾
品
開
し

液
み
魯
勺
た
満
一
大
め
笠
に
星
々
が
と
こ

ろ
狭
し
と
繍
き
を
殺
っ
て
い
ま
す

a

今
附
闘
は
宅

M
気
ザ
へ
の
誘
い
へ
の
拍
事

と
し
て
、
難
一
々
に
ま
つ
わ
る
お
認
し
と

と
も
に
米
持
法
一
議
同
聞
を
副
刊
開
閉
し
て
、
冬

的
問
並
緩
や
的
思
々
の
代
表
で
あ
る

N

オ
小

才
ン
桜
匂
や
，
ふ
9
M
M
る
H

な
ど
を
中
心

に
同
盟
察
支
持
い
ま
す
。

ご
家
挟
そ
ろ
っ
て
設
内
中
内
線
開
聞
か

ら
絞
れ
、
大
自
然
的

T
ば
ら
し
宰
b
h体

験
し
て
み
ま
サ
ん
か
“

V
B時

Z
N
H
4
日
〈
求
〉
午
後
5
時
か

ら
9
時
(
一
関
天
的
場
合
は
、
内
海
を
変

…
脱
し
て
実
機
〉

マ

農

水

喜

義

セ

ン

タ

ー

空

襲

穣

帯

専

門

学

院

(
教
育
袋
臨
時
会
一

V
募
集
人
民
親
子
部
組
曲
(
先
議
酬
明
〉
県
出
賄
容
口
専
門
や
織
で
は
、
東
都
疫
の

V
絞
殺
尽

2
n
M
日
(
火
吋
訪
日
(
本
一

V
参

加

融

問

奴

料

金

徒

を

止

め

と

お

り

移

築

し

ま

す

q

V

絞
験
機
一
前
回
市
仰
問
符
専
門
学
問
蹴

wv
融
市
し
る
み
・
問
い
合
わ
せ

1
月
誌
な
お
、
問
問
時
十
仲
間
は
厚
生
大
問
料
蜘
畑
中
止
の

V
問
い
合
わ
せ
県
保
府
間
態
門
学
注

目
(
同
ワ
繍
印
有
効
)
ま
で
に
、
ハ
が
し
符
県
混
同
体
阿
部
議
成
総
数
で
、
卒
業
と
問
問
時
世
0
4
7
2
(
閑〉
5
5
3
0

な
お
、

に
事
7笠
宮
念
日
照
的
役
所
、
氏
名
、
年
齢
に
何
時
時
的
資
絡
が
取
得
で
き
ま
す
。
入
学
案
内
簿
導
的
郵
送
を
品
相
談
す
る
地

(
学
年
ぺ
電
諮
番
号
、
寸
柑
晴
子
教
綴
冬

V
募

輸

措

人

民

知

名

合

は

、

あ

て

先

俊

明

記

し

待

問

様

子

を

的
援
雨
時
滋
察
審
判
胤
希
望
ん
と
嶋
一
引
出
し
、

V
後
験
資
格
認
校
卒
裁
ま
た
は
本
年
は
っ
た
源
一
機
用
料
剖
位
向
を
肉
附
録
的
、
フ
之
.

我
村
知
子
1
6
8
4
務
納
税
孫
子
市
教
務

3
約
件
翌
業
完
込
み
の
カ
燥
機
管
専
問
什
学
隊
一
千
葉
市
花
輪
町
1

議
開
民
会
叫
礼
金
数
帯
円
譲
宮
〈
制
〉
2
1
5
1
V
受
付
制
州
問
1
月
郎
総
〈
本
)
か
ら
ね
1
1
恭
助
瑚
)
へ

m
口
〈
内
)
東
郵
議
内
務
告
は
引
品
開
必
藩

@
謀
容
d
d
《
部
脳
内
匂
自
閉
山
ザ
定

湖
北
台
中
央
公
調
立
時
種
類
の

同窃同に蜘綴哨

L
い
は
紋
特
為
ふ
れ
る
ま
ち
パ
づ
ソ
〈
た
り
‘
ま
た
胃
樹
心
本4
的
議
や
花
、
耐
淡
汎
な

り

2キぷ
桑
酷
進
ず
る
た
め
湖
北
斐
品
尚h
中
尭
公
ど
が
m犯
出
字
折
哲
々
々
吋
町
美
し
き
を
犠
し
ま
せ

開
湿
出
に
.
ベ

w

ニ
一
カ
ナ

J

〆F
必
モ
恥
チ
、
キ
ヤ

ω

池
ラ
一
フ
ツ
ボ
て
〈
れ
ま
す
qι合
湘
叫
隣
糊
的
利
周
、
レ
ク
リ

夕
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ソ
ジ
主
ど
吋
路
拍
品
媛
棺
帽
類
制
の
工
千
，

件伎沈相綴槻闘然昂本を叫設酷凶咋H
求

L
た

0

ば
い
つ
ま
で
も
紙
夕
楽
し
む
ニ
と
が
で

生
担
は
、
防
護
、
時
間
師
内
紛
虫
、
仲
間
き
ま
す
。

務
、
滋
か
く
し
な
ど
効
用
川
は
多
一
闘
に
わ
部
々
縁
が
ん
Y
な
く
な
っ
て
い
く
ま
ち

に
、
み
な
替
ん
で
続
安
一
作
り
だ
し
ま
し

一
ょ
う
。
今
春
に
は
.
昨
執
に
山
引
き
続
き

第
2
間
関
金
胤
き
議
刷
闘
A

訴
を
間
開
催
令
る
?
?

滋
で
す

a

s
公
醐
開
蹴
陶
路
態
H

品
肌
叙
気
象
に
e双
携
わ
り
、
成
閥
均
出
港
内

準
備
療
で
舵
航
空
機
の
総
務
開
問
時
に
必
擦

な
気
象
ヂ

i
タ
を
務
供
す
る
紙
袋
気
象

観
測
機
絞
め
設
営
糸
川
ね
っ
た
。

一
丸
象
観
樹
刊
を
k
お
し
て
、
い
ろ
い
あ

な
体
織
を
し
て
き
幻
竹
内
さ
ん
だ
が
、

…
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
均
一

白
崎
内
総
制
削
減
で
お
絞
め
直
撃
を
品
一
背
け
た

時
的
こ
と
。
削
M
U
ま
で
抑
制
れ
ゐ
風
速
札
前

向
札
引
が
抑
制
り
皆
れ
た
と
い
う
s

ジ
c
の

ぐ
ら
い
の
激
絡
が
あ
っ
た
の
か
怒
僚
が

つ
き
ま
せ
ん
崎
開
帆
で
飛
ば
さ
れ
た
小
谷

が
ガ
ラ
ス
に
あ
た
っ
て
も
、
ガ
ラ
ス
が

砕
け
ず
に
穴
を
附
附
け
て
寅
透
す
る
ん
で

す
か
・
%
あ
の
時
は
‘
申
引
き
た
心
械
が

し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
お
だ
や
か
に
話

義晃子総方気象台長

竹内允聴きん
(湖北台)

す
中
に
も
務
総
と
の
戦
い
安
感
じ
さ

せ
る
a

酬
明
和
的
服
部
か
ら
は
、
鈴
子
地
方
気

象
台
厳
に
総
経
守
こ
の
気
鉄
会
は
、

第
内
岳
古
統
的
一
大
気
予
相
怖
や
地
議
、
地
体

液
的
鋭
機
を
行
ヮ
て
い
る
e

渡
海
、
線
内
的
夫
ん
抗
予
報
は
晶
化
策

務
、
北
部
同
部
、
世
間
部
の
3
つ
に
分
け

て
党
淡
し
て
い
る
。
「
}
附
や
属
品
、
時
酬

な
ど
丹
気
拍
車
概
現
象
は
、
細
か
〈
吉
田
匂
え

ば
的
動
車
町
排
気
が
ス
や
冷
岡
崎
緩
め

熱
な
ど
、
人
為
的
要
終
的
影
響
も
受

け
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
資
材
内
予

拙
略
的
地
域
を
錨
骨
す
る
に
も
お
の
ず

か
匂
桜
庭
が
あ
り
ま
す

G
Lか
し
、

特
来
は
キ
よ
り
も
も
っ
と
細
か
く
天

気
予
報
が
で
怒
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
い
と
抱
負
を
縁
っ
て
く
れ
た
。

惑
い
毎
日
が
絞
き

ま
す

P

ニ
師
事
館
、
心
隊
な
の
が
路
市
開

時
叩
総
い
よ
る
ス
リ
γ
プ
事
故
で
す
。
止

の
こ
と
に
総
意
し
て
、
絡
に
降
雨
・
問
附

鍵
後
は
崎
県
議
な
縫
い
軟
に
心
が
け
、
単
品
献

を
起
こ
怒
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
?
の

初
冬
、
め
…
雑
木
林
秀
訪
れ
る
と
匂

W
M
に

議
寺
弘
市
と
し
た
ム
ラ
サ
キ
シ
考
プ
が
、

技
の
あ
ち
こ
ち
い
い
小
杭
で
え
い
、
染
色

め
果
実
を
付
け
て
趣
岬
怖
か
っ
た
。

紫
色
は
気
伺
聞
の
あ
る
色
と
し
て
方
く

か
ら
税
し
ま
れ
て
き
た
が
、
執
の
深
ま

り
と
共
に
、
感
情
散
が
紫
色
に
始
ま
る
優

美
な
と
め
低
本
に
、
相
川
氏
物
語
な
ど
め

磯
正
事
れ
た
諦
蹄
売
法

i
よ
り
様
議
さ
れ
た
消
費
者
の
立
場
i

ク
i
リ
ン
グ
=
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に

な
冷
ま
し
た

q

た
だ
し
、
=
一
千
m
m
円
以
上
司

現
金
取
引
的
機
会
に
滅
的
刑
さ
れ
ま
令
。

ま
た
‘
ク
i
リ
ン
グ
・
オ
フ
約
期
限
も

7
白
か
ら
oonn
に
緩
録
さ
れ
ま
し
た
り

mw業
嘉
誠
絞
殺
に
う
そ
を
い
勺
た
り

お
ど
し
た
り
寸
る
不
品
同
行
為
を
枯
消
沈
し

て
い
ま
す
。

③
漆
印
刷
絞
売
取
引
〈
寸
ル
チ
縄
開
決
)
の

縫
判
明
に
サ
j8555e

ピ
ス
も
い
掛
わ
り
、
委
託
瞬

発
.

M
組
合
販
売
も
潟
鎖
販
売
取
れ
と
定

め
り
れ
ま
し
た

a

。
ネ
ぎ
ア
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
(
一
方

的
に
潟
必
を
送
っ
て
代
金
を
請
求
す
会

総
談
〉
に
お
け
る
鵡
同
誌
の
保
管
制
隣
を

大
絡
に
縦
縮
し
た
こ
と
(
掛
閉
口
仰
の
練
移

搬
出
闘
を
佼
来
的
3
か
汚
か
ら
口
同
日
開
へ
、

ま
た
事
関
口
聞
の
川
引
き
取
り
を
綴
求
し
た
場

合
は
従
来
的
ー
か
汚
か
ら
7
8
間
ヘ

J

な
ど
で
す
a

消
繁
生
活
相
談
ぬ
よ
り

こ
の
世
怖
に
持
政
僚
が
彼
氏
寄
れ
た
か
、
い
り

ど
吋
縫
っ
て
も
.
制
悦
約
す
る
場
人
間
以
契
約

書
を
よ
く
鵠
叫
ん
で
、
納
得
め
上
契
約
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
一
一
…
千

R

以
上
的
向
剤
約
で
あ
っ
主
も
、
現
金
一
級

払
い
は
さ
け
た
万
が
賢
明
で
す
除
日
月

間
口
口
内
法
改
正
後
に
鴻
火
山
静
販
売
な
ど

ク
l
uリ
ン
グ
刷
ゐ
4
7
州
刑
務
に
予
後
き
を

と
っ
た
が
、
住
所
が
で
た
ら
め
で
〆
附
約

出
来
主
い
ヶ

i
ス
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

契
約
は
矯
涯
に
行
っ
て
〈
だ
然
、
勺

109 

名
此
作
を
残
し
た
末
以
時
代
的
『
子
総

臨
時
式
総
会
杭
ル
怒
り
た
め
は
心
憎
い
e

殺
さ
れ
し
体
崎
氏
怒
淋
し
一
季
実

単
一
郎
副
立
子

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
は
花
織
が
6
i

7
R
月
吋
閣
で
、
業
向
付
け
刷
出
か
ら
制
後

伸
ば
し
、
淡
紫
色
町
小
さ
な
依
を
群

が
り
院
か
せ
る
。

こ
の
小
さ
な
花
を
京
総
問
問
で
の
ぞ

〈
ど
、
花
は
A
口
舟
で
党
議
は
附
悶
つ
は

談
け
‘
問
問
本
的
検
べ
と
…
本
の
離
べ

と
が
後
〈
突
き
山
附
て
い
て
一
期
成
い
の

強
靭
な
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
的
幹
は
、

中
河
内
く
か
ら
げ
ん
の
ヲ
の
倒
や
杖
、
響

的
材
料
と
し
て
、
ま
た
、
六
縄
絞
め

銃
身
出
押
絵
や
弾
丸
込
的
内
脇
町
、
止
を

起
ゅ
}
サ
絞
主
ど
に
他
民
わ
れ
て
来
た

Q

(
文
刷
写
真
仲
間
々
関
川
俊
行
)

曹

V

小
前
余
な
車
問
問
隊
機
‘
安
余
波
肢
を
品
開

行
す
る
。

V
淡
路
油
田
報
口
神
附
設
す
る
と
と
も
に
、

タ
イ
ヤ
チ

5
1
ン
等
は
必
ず
樫
行
寸
る
。

H
帯
同
民
生
一
滋
縄
師
H

る子交
祭li選
民i強?
のl金
つ!を
どi考
いえ

V
篠
崎

1
月
訪
日
〈
木
)
午
後
2
時
か

ら
4
持
加
分

V
酬
明
新
宗
教
御
時
会
館
大
ホ

i
ル

V
内
容

。
論
議
「
若
者
約
世
帯
故
古
穴
熊
と
後
金
対

策
」
一
一
民
統
慾
泰
氏
A
R本
大
学
教
筏
)

日
持
制
制
講
淡

J
4
i
F
パ
イ
に
幾
せ
ら

れ
て
い
淡
水
国
明
氏
~
タ
レ
ン
ト
、
一
一

輪
レ
ー
サ
ー
〉

口
体
験
発
表

wv
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
電
緩
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
削
除
隊
交
通
安
全
対
策
剤
師

一T
2
8
0
子
議
市
市
同
情
幻
ー
の

2
控

0

4
7
g
{
お

)
2
2
G
3
へ
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〈交差喜ijfj:tお 努59.488.人女58.701人

権侵害普獄37.∞9t世帯〈什.116t君事替〉

帯計百畏富護鐙怨宣明記数分館 87--3泌S
骨格E毒錨寄皇室姦校分室宣告9-1311
@市民音量聖書鎗移鈴図書館 87-ωω
骨担島民体湾飽 87-1155
輸事s11宣告里遺著書務真青島5-1171
嘩易体障害幾福彼t主ンタ-88--0141 
唖あら君主覇軍 88-4188
骨つつじ渡 88-0123
暗主主主主頭演草案〈浄化熔)87-2379 

(ゴミミ)87-∞15(し尿)88-2547
e?容をま南波書韓センター 8喜一3740
事3吃玉おおE支持韓センター 82--ω品8
@滋北台市E莞センター 88-.9吉27

事務役続本庁
惜つくし野気持奇
@湖都合3電所
串草野~~ 'j定員持

。裕俊道長時
@華主要著書重量霊会
申水道局
@ 消妨害事
。少年センター

effif担緩さん窪
S害事緩ゼンター
骨子野祭会 E宮
暢中央公民霊堂
@市総密聖書館

極噂櫨砧
議豪語:

~B騎 号Fl2目的〈本〉午前10喜幸11

SIE午〈入場終草寺〉

~議員時 身体書聖書害者著書lJlセンター

扮王子ーマ 「信事望書をもっ主主子どあ

の急潟J ーその予防と対!i1)-

~.書館ヰキ並仁氏く紛戸市立湾

総IJ'湾総神経外来医自泊〉

券罪悪~\語きわtt 身体篠宮害者幸福被セ

ンタm 宮〈品自)0141

電議証
炉室主事事 1Fヨ288丈teo3月ヰ臼ぎ

でd海運護士綴8'1'後1時3自分から

38線沿〈然重量3岱主主 翼若草草〉

~滋所 《持説E主館

砂車種自軍 総回議譲治尽く我孫子F日際

機さん霊童震〉

b申Ul;み・問い合わt主 筆欝霊主で

市æ事麗せされ~雲世(135泌総?へ

、身近主主主長線かを2(認シリーズで

盟主りあげます。 て奴料〉

診をヨ絡め守対30日き〉②2~ヨ 6

8C，号)'1'詰099寺~IE午

惨事喜男野 天道台北近持草色ンタ…

砂テーマ 5淡従と記長律(1，ート

d二範幸詰まか〉③言書離主化dニ必たおの

くらし〈待選翠と〈らし、総入Iilの

現状jま1J)

~議E斑 3宇叉主語哉氏く弱火事室長選〉

~~控童書 室き3C百ろげ IQJ止さけの慰霊草

で弘主耳〉、先重義露軍

砂申し込み‘罪塁い苦言わ枚 重量言語で

「官民2主主雪雲裏 〈戸古事選329)へ

~Sそっくり議欝会i
砂B鴎・事膳語寺

惨事審泊費 100fIl 

砂}Eii事 各25'包〈きも事童話費〉

砂申し込み・堅塁い合わt主 我孫子

Fち!'iit空ンター哲(84)0444

護持主主主害総i到戸〈キューボラ)0.:>煙然

11株主主でするさ表ち11100その包惑をう

しの霊童館、絡まく毅会信警鐘0.:>'判こ

生苦言る審議一蓮華。 ブJし-1)，1¥ン鈴51委筆者。

~BH寺 2F司48くこ仁〉午後2善寺

~語護持寺 町民Iill総量宮部停分量費

勘定員 40お〈入者襲葉華料おま輩遂事態

銘打〉

診療し込み・罪悪い合おせ術佐分

豊富世(89)13111こ窓雲霊祭約tされる11

2書留重繋豊富カウンターへ。lE重量i之主主

り次第鱗め切りE置す。

cpe益予')ン族鶴治阪を立文卒去して

草諮り上げたダイナミミックな聖書拐、

働白隠 11'ヨ248()，<)午後59省関

演く縄場ヰ隠30分〉

紗請書所 市民主主豊宮m.-)レ

惨入語華料 一章受忽紛向くあびこ予

ども鐙j慈善余震10501'号〉

ル筒L主会わtオ il5びと子ども鎖j話事

官 (88)以078

~B絡 11'ヨ22紛(8)午後2華寺

"話事添 っくし撃事こコミミユごアイー

ホール E入選翼線料〉

験問し\~銭Jt空殻認書1]\綴絡診世(84)

級金?

と 198雪. 1. 16 (4) 

つ
iw勺
i
i
u引
「

U
H
d

諮
問
込
同

一
樹
ご
日
語

感

慨

閥

均

騎

一
点
品
問
団

砂練習包 怨遡傘霊童日午百草10善幸か

を;;IE~子

~場所 F普段体務総

診重量繁 Fl1500fIl 
炉申し込ib i担藤宮(88)8570

炉問い合わ生き をま篠宮(89)3総3

頃扇信二震の盤襲撃監l
b真週間 2同208から31'寺おお

惨対象著書 簡棄実家主主は際授のどち

らか11療機主主燥機である万

砂申し込み・縫い吉宮オコt主ハガ午

1二住所、 E毛筆活、 空長年湾8."11霊題提言言

邸機基童uと立暗記し、 21'ヨ15臼α瓦〕習

で!こ子機市荷主懇切1-1子草壁聖書書籍後

紛保盤整:!I務襲撃官0472(23)2665へ

lー務署 e 法務言

12二些需型j悶里j
1月11S淡重量喜重、 主義務局i誌、

約0.:>言語2、務ヰ土壁翌日11休日〈隠

危うと怠り浅いだ。

なお、綬務署君主~I革、賄罪筆外絞殺

~スト老若E童書察しておりさますので、

休日じり'*'をき察等の祭出!とと年UF詰く

だささい秒差主だ、記主務際窓口ゼは午替

は金襲襲8の午後の総寺霊ガ予想さされ

ますので、この藤幸翻宇野後遺棄フてこ

草場潟くだおるよう、こさ湾総とご草議

文}をお滋いしさ表す。

母@@⑧争奪
帯木下主主Ict;土議量産腹話悶絡をき録人部

緩から社漁港全立総重量事襲撃事主毒殺!と

lZ::(ctこキャンペン0)1&援金守王3

60(担問の望書{設がおりまし主主。

守主主主皇子務室手主主綴主斉緩から事工会主義

獄事監設重装備童基金にと:チセフ七三子イ…

公演の成主童話量の一校2075向0;襲撃{立

がありまし疋。

撃さ安5系三l'ffi滋I会話華人童話機から瀦

祉のだきちにとパザー¢機上金0)-

i's3:尽192fIlo.:>軍駐{寸11il5り霊長し定。.，8本線量主我主菜子。5隆三芝綴穫がら

社会議祉懇話肇基金にと機米チャソ

ティ-ij霊童嘉夫会o.:>u宜主主金27ヨお6
内の言宮司ゆがありまし在。

智主主主離さ子ゴルフ議議費療がら宅1語主主量

社協主義会iにと:ゴルフス会チャリテ

ィ…級車主金ヰあ50∞F号0;裂射すが連5

議
事

欝
欝
n・1
月
額
欄
搬

りEましと。

等賞金不小学校PTAI装怒ら社会会議

校施5走塁室長審議金1ことパザ 0.:>詩文益

金0)-001万5362fIlGわ主主将iげあり

ました。

曹我孫子市主主総事毒事革協議祭怒ら技

会綴往察機主主議室lこと綴1悶総K，i¥

レヱ合言語鐙室電チャ'.1ティ…公室電の

Q主主主室主775f鈴惑問0)言寄，.ぎがありま

証番Z主だのつけて凶る紫雲f実撃につ

いて重量いてみ霊長なんか。

~内容 量霊獣禁事をつけだ体重費談に

もとづく作文ぞSおれば内容1誌を'lEE.

~筋書事15法 400字義窓際機手語紙fう

枚以内〈汚怒史実出fIl革問夜祭添fせ〉

鎮磁1之氏名。去の1まな〉、住主九書童

話幸襲塁号、摩書主義、年齢、尚一家言十で

くらす家主主の氏名、疑問、王手勝、

霊童望書、学校、 学年完室主語十主事後綴王手

談後記入し、2ftヨ京協撲で!と"f280
手書量的浴場町1-1千葉線主主霊軍総消

重要主主務課F旬、二F~襲民脅守護議推進重義気

察官0472(23)2290

輔圏趨瞳
!襲窓奇襲穂子~
守二重量警護では、 2Fl181::綴業主露

E続ぷ〉議室笠をき需給し主主す。

こ0:;草書葱!謀、 要課内の幾重量0.:>5足態

奇絞らかじして、農喜議笠畿の様車毒

や護霊祭事謀議0.:>警草壁喜などのき謀議重要約

者を樗'i:)絞めi之、名高年行絞っている

もの℃す。

務総務担当め議室霊蓄量ガ司事録L、い

だし主張すのて士、言尊重重にこと潟7.J下をき

るよう3著書襲いい主主し芝ます。

主主お、書司議手当空きlこついては、総

量tftJ;品以音寺iこl詰後手書されまなんの

で、 IH霊紋僚をきをお普賢いし霊安写。

務芝、議事室爽i革調室藍量書誌毛堂漢字馨し

ておりますので、必要以著書まきは提

示を>Kめてください。

惨問い合わt金 百三毒装続警十係

国轡型模型空記
王手段光年、 2年喜重!こ市ズア発注ザる

工務、コンサルタント、物百号、愛

読等必然多入札に参加を希望する

r.il手、 r異議室長入社忍害復露連絡審議ま窃

き轟襲撃J 竜王室緊出し亡ください。

主主お、多1QJ0000s呈l:tlすけは望書年受

診臼跨 :三月5臼(日〉午詩書9B寄 l:tl甘17m袈降震に直ちだるZ三多色、o3

砂語童話時 ffiE主体望者総 年五三草書おおれを15も燃と封書蓑います。

惨事聾図 一毅聖書子・女子〈ヰ入銀n 遣まだ、今主3から水量霊感への線上封

砂絵泌爽 1王子ーム銃汚F号 l立不襲撃となりましだ。

砂申し込みゐ砲し、合おせハガキ 惨慾滋望書の露童書草 f冨lE綴式。 1

にきがームモ器、代要疑者の住所 .f王者ろ・ 17長ヨ〈火)1JS288(こ仁〉さまでに異1"宣

言韓き主義務、霧車告書名、年車患を総選呂 語撃で綴宛o 1書記官別内a

し、 守月288C土・必毒事〉さまでに古 '雪量l:tl吉I:t 寝返のみ、 21'ヨ10切

戸69き湾総体重毒総へ (請を、正弘幸喜〉

iチヤlティーゴ抑大会lーい合問問滋祭器時腕

山詩情2閉め午前94 情報意義話題からi
スタート 市内主事務が段、潟、 84、容器産警の

炉濃淡 我喜章子二ゴルフ警護楽自思 惑寄書受投機wるう醤え工事t主役め、

炉重量費 1万fIl(プレー務総己襲撃 守司惚防〈アド〉午直言2弱から車吉1金沿

主意〉 程居護この距弱者監の五懇話11'，さき主主くお

きル申し込み・悶い合ねせ 主主子量子 り渉す。ごを畠ブコをお緩いしをまず。

ライオンズクラブ脅(88)ぬ58C土、 惨隠し、合わせ 主主主嘉子替愛媛議議5"苦
悩を隊く午諾ち100奇から午後ヰ普寄〉 官室翠童書主主し0)116

申告主義尊重海損援隊主義〈機縁鈴〉から社

会嬢校施き設整備重喜金iこた27ヨ524

fIlじり望室f言があ6つまし段。

唱''1'雲護事詩号層?:>い社重量づくり推議室主語

議会主主3菓子ttlmさそ震かそう軍士会者霊位重量

医者事基金lこと僚議議事事重量3758625月め

議磐i立がありまましたa

移住友守為者岩波孫子安部織がそう福祉

の主主めはと2l:5F号の憲章i甘がありさま

した。

帯主主1弟子2させミPTA織から社会苦毒

殺筋量量警護{韓基主性ーにとバザーのliRお

金375F号の害警{すがありきましだ。

唱9重量子象主義〈量ijp)1Jぞう主主孫王子F若手

宅そつなぐ鋭の重量iごとこ2ヌヨF弓め寄付

文プ滋り主主しだ。

等級選言キヅ傑C8lJJltJら老人の政

当3縦止め正三Ib!~ごと20151'弓0.:>護軍fíl11

<l5り在世した。

智主主主義3'0-9')ιクラブ織かそう

主士会議字詰鑓害事選重重量滋よび手をつ主主

ぐ畿の会Cとそれぞれf五万円ω寄

f立11あて)殺しZ主。

暗パチシコフでヨミンコ様〈コくし

野)1J'ら語義務マげんズmーんひま

わり飽iことお重載さ子Od務めできのセの

務提言があり按し疋。

‘"J'隣室霊祭〈滋1むをき〉かそう定員誌をき保
害事襲撃1こと:エレクトーンの務総ガあ

2つましな。
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舎き土 申哨毅醐談肋叩哨努鏑苅硝終鮎セン川タや伽 州~州

29③ 柑崎8醐隠幽当噛醤臨箆酔邸明?丸和上レ川〆ホ〉サ←一どι: 

110 


